












要約 

1500g未満の未熟児609例中,経時的にエコーおよび死亡後CT検査の施行された剖検80例

についてエコー,CT,剖検所見との対比をおこない,診断率を検討した。 

エコー,CT は SEH(上衣下出血),IVH(脳室内出血),脳室拡大および実質内出血について 80%

以上の診断率を示したが,偽陽性,偽陰性も多く,特に SAH(クモ膜下出血)ではエコー,CT と

も偽陰性が多かった。 


